
（別紙３）

～ R7年　12月　20日

（対象者数） 34 （回答者数） 34

～ R7年　12月　20日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
引き続き、定期的に保護者様同士が交流を持てる機会を設け

ていく。

2
実際に保護者様に療育の様子を見ていただくことで、できる

ようになったこと今後の課題などを共有することができた。

3
保護者様の困り感に寄り添い、ご家庭をサポートできる体制

を引き続き整えていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
引き続き、買い物活動や公園活動、お散歩などの行事を通し

て、公共スペースで場を共有しながら交流の機会を持つ。

2

3

○事業所名 ニコたま

○保護者評価実施期間
R7年　11月　25日

○保護者評価有効回答数

R7年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育園や認定子ども園、幼稚園との交流や、その他地域で他の

こどもと活動する機会がない。

保育園や幼稚園と並行利用されているお子様が多いため交流の

機会は設けていない。

座談会の実施

親子療育参加の皆様は年４回の座談会を実施。ミニ講座を行っ

た後に座談を行い、交流の機会を持った。また、単独療育の皆

様には12月に「子どもの関わり方」について座談会を行っ

た。

保護者参観の充実
12月に午後ご利用の方向けに活動の様子を参観いただいた

り、事業所での取り組みを共有させていただいている。

家族支援の充実

利用日以外で別途相談をお聞きする時間を作ったり、ご家族と

お子様で設定活動の機会を設けたりするなど、家庭での困り感

が軽減できるよう努めている。

事業所における自己評価総括表公表


